
1． 紫紺遥けき山なみに

 玲瓏の気の澄み渡り

 投影著き大白亜

 光に映えて聳え立つ

 此処ぞ栄ある高丸に

 ああ　経世の意図をみよ

2． 翡翠色濃き山埃に

 凛冽の気の冴え渡り

 抱負は遠く天翔ける 

 切磋琢磨の聖学府

 矜持もその名高丸に

 ああ　済民の至情燃ゆ

3． 澎湃寄する播磨灘

 松籟に鳴る潮騒に

 向伏す丘の白雲の

 消えゆくすえの淡路島

 歴史にかをる高丸に

 ああ　青春の夢多し

3.神戸商科大学学歌
作詞　　　赤松　実信

作曲　　　小玉　俊夫

1． 明石の瀬戸の春の潮
 山影霞む淡路島
 この世の真実求めんと
 高丸丘を登り来る
 我が肩の上に花ふぶく

2． 山脈遠く緑冴ゆ
 未だ陽高き丘の上に
 経世の意図胸に秘め
 友と集いて語らえば
 雲悠々と去来する

3． 虫の音すだき風戦ぐ
 月影冴ゆる五色山
 歴史は永し二千年
 後に残せし先達の
 教え偲ばん秋の夜半

4． 寒風いたく頬を刺す
 眼下に暗き垂水浜
 漁火沖にたゆたいて
 打ち寄す波濤高くとも
 我が青春の火よ永久に

4.神戸商科大学学生歌
作詞　　　川本　郁夫

作曲　　　和田　明子

編曲　　　長友　伸二
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